
〒

日～

認証登録の有無及びその種類

2025 月

備
考

環境マネジメントシステムの

別添のとおり

月

　　有（認証名

計画書
自動車使用管理

計画期間 日2022 4 年 31

003-8515

札幌市生活環境の確保に関する条例に基づき、

事業所数

温室効果ガス排出量
（二酸化炭素

　換算排出量）

台

1541.5

その他

エネルギー起源CO2 メタン

t-CO2

年 31

環境保全行動

　　無）

t-CO2

事業所

（宛先）札幌市長

76 飲食店

kl

（代表者名）

策定しましたので、次のとおり提出します。

環 境 保 全 行 動

株式会社アレフ

従業員数

使用床面積

計 画 を
自 動 車 使 用 管 理

提出者

代表取締役社長　庄司　大

札幌市白石区菊水6条3丁目1－26

自 動 車 使 用 管 理

7 日29

SF6

住　所

自動車使用台数 623

HFC

t-CO2

N2O

t-CO2

氏　名

条例第２３条（自動車使用管理計画） 　　第１項　　第２項

条例第１３条（環境保全行動計画）
提出根拠

t-CO2

  　第１項　　第３項

PFC

計画提出書

月2022

NF3

t-CO2

t-CO2

3550

様式１

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

事業の概要

原油換算した

燃料・熱・電気の合計量

1200 人

9327.9

環 境 保 全 行 動

㎡
事
業
の
規
模

非エネルギー起源CO2

t-CO2

年



年 月 日 ～ 年 月 日142022

行動目標
数値

2025

２　行動目標

水道使用量

基準数値

㍑/千円 3 %

目標
削減率

%

単位

㍑/千円

2021年度実績

2021年度実績12.98

%

3

%

１　基本的な方針

事業活動に伴う二酸化
炭素排出量の削減(単
位は売上千円あたり）
事業活動に伴う水使用
量の削減(単位は売上
千円あたり）

私たちは、持続可能な循環型社会に貢献することを目的に、
地球環境への負荷の低減のため、
全員がその日常における行動を通し、
環境を守り、育て、回復させ、
環境と共生する文化の体現者となることを目指します。

%

目標数値

電気、LPガス、
都市ガス、灯油、

重油、熱供給

【計画期間】

基準数値の
設定根拠

0.918

数値 単位

12.6

削減項目

別添
環境保全行動計画書
自動車使用管理計画書

313

0.946 kg/千円 kg/千円

%



事
業
活
動
に
伴
う
水

使
用
量
の
削
減

エネルギー管理標準の周知と徹
底、定期的な確認

事
業
活
動
に
伴
う
二

酸
化
炭
素
排
出
量
の

削
減

実施必要に応じた店舗診断と対策 エコチーム エコチーム 実施 実施

随時実施

該当店舗あ
れば実施

各店舗

各店舗

実施

該当店舗あ
れば実施

エコチーム

都市ガス転換の実施

外部照明へのLED導入

実施

店舗運営本部 随時実施

該当店舗あ
れば実施

実施

各店舗

随時実施

各店舗

実施

実施実施

随時実施

実施

店舗運営本部

エコチーム 建築意匠部

建築意匠部

年度2024年度

実施

毎月のエネルギー量の検針、お
よび請求書データの確認

エアコン入替時に高効率機器を
機種選定する

随時実施

該当店舗あ
れば実施

該当店舗あ
れば実施

各店舗 実施

随時実施

該当店舗あ
れば実施

実施

実施実施

行動計画 責任部課 2022

エコチーム

実行部課 年度

３　行動計画

行動
目標

2023

店舗運営本部老朽化した機器の入れ替え

一定時間ごとの室温チェックに
よる最適運転状態の管理

建築意匠部

エコ検針による機器異常の発見
と早期対策

エコチーム

店舗運営本部



インターネットのホームページを活用し活動を公表していきます
http://www.aleph-inc.co.jp/

札幌市内事業所、市内イベントでの廃食油回収

生ゴミ処理機による、食品廃棄物削減

４　環境保全に係る実施組織体制

５　その他（環境保全活動の取り組み等）

代表取締役社長
庄司 大 ※省エネ法におけるエネルギー管理統括者

エコチーム
中川 貴路

店舗運営本部

※省エネ法における
エネルギー管理企画推進者

※計画書制度の取りまとめ

飲食店21事業所

商品本部

ローストファクトリー

管理本部 管理本部

本社

※札幌市内の事業所
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